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会 議 次 第 

（１） 平成２９年産水稲引受状況について 

（２） 分割評価割合の基準について 

（３） 平成２９年産水稲損害評価方法及び日程について 

（４） 平成２９年度水稲共済損害防止事業について 
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別紙のとおり 
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本日は、皆さまお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。 

定刻になりましたので、ただ今より第１回損害評価会を開催します。 

私は議長選出まで司会を務めさせていただきます、産業振興課の 阿部 でございます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、本日の出席者は ５  名、欠席者は  １ 名であり、委員６名中、出席委

員が過半数の３名を超えておりますので、川西市損害評価会運営要綱第３条２項に基づ

きまして、この会議は成立していることをここにご報告させていただきます。 

それでは、開会にあたりまして西田会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

 

本日は皆様、農繁期で何かとお忙しいところお集まりいただきましてありがとうござ

います。これから、台風などの自然災害や、イノシシ、シカなどによる獣害などで被害

報告が入ってくるかもしれません。これに備え、損害評価会を行いたいと思いますので、

皆様方よろしくお願いいたします。 

 

 

 

ありがとうございました。 

 それでは川西市損害評価会運営要綱第３条第１項に基づき、西田会長に議長をお願い

したいと思います。西田会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜ここで議長就任。西田会長の議長札をひっくり返す。＞ 

 

 

それでは川西市損害評価会運営要綱第４条２項に基づきまして、議長の指名により議

事録署名人の選任を行います。議事録署名人は、山田委員、橋本委員にお願いいたしま

す。 

 それでは、ただ今より報告事項に入ります。 

 

 

 

 報告事項①平成２９年産水稲引受状況について、事務局より説明をお願いします。 

 

 

① 平成２９年産水稲引受状況について、説明いたします。１ページをご覧ください。 

引受地区は２３地区です。水稲引受戸数は２１２戸、筆数６８７筆、引受面積は５千３
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４.８a、引受収量は１６万９千８５０kg、農家負担共済掛金は４万８千８５１円、賦課

金７万９３７円、農家掛金合計１１万９千７８８円です。 

前年と比べますと、８戸の減、２０筆の減、１７５．５ａの減、５千５４０㎏の減とい

う状況です。 

 今年度の引受面積の減少要因は、水田を畑作農地として利用されたことや、農地転用

や農地の売却などです。 

このため、引受面積の減少は続き、前年度に比べ引受面積はおよそ３％減少しており

ます。 

 

 次に２ページに移ります。１ページの結果を取りまとめたものを、兵庫県農業共済組

合連合会会長理事あてに平成２９年産水稲１回作引受通知書として提出しております。

引受面積は、システムの関係上小数点以下切り上げとなっております。 

以上が①平成２９年産の水稲引受状況です。 

 

 

報告事項①平成２９年産水稲引受状況について、事務局より説明がありましたが、何

かご質問はございませんか？ 

 

 

 

では、次に報告事項②分割評価割合の基準について事務局より説明をお願いします。 

 

それでは、報告事項② 分割評価割合の基準について、ご説明いたします。まず４ペ

ージの下部分をご覧ください。 

 

農業共済では、損害評価時に肥培管理の不行き届きや病害虫防除の不適切など、共済

事故以外の要因による損害と共済事故による損害とを分けて評価する、いわゆる「分割

評価」を行い、共済事故以外の要因による損害については損害として取り扱わず、共済

の補償対象とはしないこととなっております。 

 

 ３ページにお戻りください。 

この分割評価を迅速かつ統一的に実施するために「分割評価割合の基準」をあらかじめ

定めております。この評価基準は農業共済組合連合会で定められているものであり、こ

れをそのまま使用しようとするものです。説明は以上です。 

 

ただ今の説明内容に、ご質問・ご意見はございませんか。 
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では、次に報告事項③平成２９年産水稲損害評価方法及び日程について事務局より説明

をお願いします。 

 

 

それでは、報告事項③平成２９年産水稲損害評価方法及び日程について、ご説明させ

ていただきます。 

台風やイノシシ、シカなどによって、水稲の圃場に被害が起きた場合、被害があった

農家から損害評価野帳が提出されることになります。 

この野帳は、損害評価員を担っていただいている生産組合長あてに提出していただき、

生産組合長が近隣の生産組合長と共に事前に圃場を確認したのちに、市へ提出されるも

のです。 

このような損害評価の流れにつき、生産組合長会で説明いたしますことをご説明させ

ていただきます。 

 

まず４ページをお開きください。 

 損害評価の大まかな流れから説明いたします。損害評価は、まず農家の被害申告から

始まります。損害評価員である生産組合長による悉皆調査→損害評価委員と市職員によ

る抜取調査→県連合会による実測調査の順に実施します。これらの手続を経て共済減収

量を集計し、損害評価会に諮って川西市当初評価案として県連合会に報告いたします。 

 

共済の支払の対象となる事故は、①風水害や②干害をはじめとする以下の⑳項目とな

ります。これらの共済事故以外の減収がある場合には先程の分割評価の基準を用いて分

割評価を行います。 

 

次に５ページをお開きください。こちらは、野帳の作成について記載しております。

生産組合長は検見により調査を行い、全体から被害率を差し引いた「見込収穫率」、分割

評価を行った場合は「分割割合と分割事由」などについて記入し、野帳を作成します。 

また、平成２９年度より、生産組合長を通さず、被害のあった農家に直接に共済金を支

払います。   

 ６ページに口座振込依頼書の見本がございます。 

 

 次に８ページをお開きください。損害評価員である生産組合長の名簿です。その中で

損害評価地区として７班の班分けをしております。 

例えば黒川地区で被害が発生した場合、生産組合長は同じ東谷Ｃ地区内の方に連絡を取

り合って複数で、現地で検見調査を行ってもらうことになります。 

 

７ページをお開きください。こちらに野帳の見本を付けております。 

 

９ページには、今後の日程を記載しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２５日（金）の生産組合長会で損害評価の説明をして野帳をお配りします。 

 

今後、損害評価野帳の提出があったときは、損害評価委員の皆様には現地圃場で抜取

調査を行っていただきます。調査のお願いは前日までにご連絡いたしますので、調査に

参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

そして、１０月２５日（水）に諮問、答申の損害評価会を予定しております。 

お忙しいところ申し訳ございませんが、被害が出ましたら、損害評価会委員の皆様に

は、急な抜取調査をお願いすることになります。ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

ただ今の説明内容に、ご質問・ご意見はございませんか。 

 

 

では、次に報告事項④平成２９年度水稲損害防止事業について、事務局より説明をお

願いします。 

 

 

それでは、平成２９年度水稲損害防止事業についてご説明いたします。資料の１０ペ

ージをご覧ください。 

 

 水稲共済損害防止事業とは、被害の未然防止と品質向上、安全な米の生産支援を図る

ために毎年行われている事業です。 

 平成２８年度は、獣害の未然防止を広く図るため、アライグマ・ヌートリア用捕獲オ

リを購入しました。 

 

 平成２９年度も、近年増加する獣害への対応のため引き続きオリの購入を行い、水稲

共済に加入されている農家さんへ「緊急対応用」としてのオリの貸出しを実施します。 

 通常の手続きではオリの設置を猟友会さんにお願いしているため、調整に時間を要す

る場合もありますが、このオリの貸出しは緊急対応用のため、すぐに設置することがで

きます。 

 

 水稲損害防止用オリの貸出しの流れを下半分に記載しております。 

 まず、次の条件に同意していただきます。 

 ①申請者自身が産業振興課からのオリの持ち帰り・返却をすること 

 ②通常の有害鳥獣駆除申請も同時に行うこと 

 ③通常の手続きに則った猟友会のオリの貸出しの際には緊急対応用オリを 

  返却すること 

 

 これらに同意し、申請書を提出いただきましたら、オリを持ち帰ることが可能です。 
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 オリを設置し、アライグマ・ヌートリアがつかまったら産業振興課へご連絡ください。

また、通常の手続きでオリの貸出しの調整がついた場合は、緊急対応用オリの返却をお

願いいたします。 

 

 水稲共済損害防止事業については以上です。 

 

 

ただ今の説明内容に、ご質問・ご意見はございませんか。 

 

 

それでは、本日の報告事項が全て終わりましたので、議長を降壇させていただきます。 

 

 

 

 閉会 午前１０時３０分 

 

 

 


